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令和2年4月22日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：蕨野　主
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態で、入荷してもポンプはつかない為、ポンプは廃棄せずにそのまま再利用すること。
・4月20日（月）に予定していた春の会は、新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、今回はやむなく中止とする。
※ご不明な点などあれば、行事運営委員会へ問い合わせること。
・予定していた部署懇談会は中止。今年度の抱負の書式を部署懇談会のフォルダに保存しているので作成し5/1までに提出の事。
・本日、青陽館の部署ミーティング行っている。
・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

デイケア
・岩渕　さおり様～訪問看護師より上場提供がある。本日、体験利用の希望があり、エアロビに参加したいと話しているとの事で時間の確認があり、伝えている。先日の体験利用時は精神不調があると話していたが、最近は落ち着いている様子との事。通院先が八戸市立市民病院であり、正式利用の際は当院を月1回は受診の必要がある事を訪問看護師、本人へ伝えている。
・繁名　和恵様　～来所直後より表情硬く、「昨日耳垢を取ってたら大きいのがポロっと取れて、そこから具合悪くなってお腹に眠気がきてリスペリドンを飲んで早く寝た」と話している。睡眠不足では無いとのだが、頻回に不調や帰宅要求を訴えている。座って休養するよう促すも、何度も訴えており落ち着きない様子。体調や思いを傾聴していると、徐々に落ち着き、その後も耳垢の話を繰り返しているが、他利用者様と笑顔で交流する様子が見られている。
デイナイトケア
・板橋　利美様　～青風荘より情報提供あり。昨日も安静臥床して過ごしており、19：00の検温で36.9℃、21：00で36.7℃、今朝起床時で36.1℃で経過しているとの事。スタッフが訪室すると表情良く、特に体調不良の訴えは聞かれていないとの事。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。昨日で排便-3目で帰荘後スタッフよりシンラックの服用勧めているが、「まだ苦しくないし大丈夫」と聞かれ服用はしていないとの事。定時の飲水時間前に飲水要求が聞かれ、摂取量を管理し飲水しているとの事。今朝の起床時よりBP164/102㎜Hg、再検で150/90㎜Hgと高めで経過し、体調を確認すると「お腹のあたりがムカムカする」と聞かれていたとの事。デイナイトケア利用時の排便状況や体調の観察依頼を受けている。
・古舘　ヨリ様　～来所時より右臀部痛の訴えが聞かれており、床からの立ち上がりに時間を要している。午前の運動療法は痛みにより参加せず、椅子に座って過ごして居る。スタッフより痛みの確認を行うと「割と痛くて病院に行きたいんだよ」と話し、続けて「今時期はコロナウイルスもあるから病院に行けないのも分かってるから、無理しないで過ごす」と聞かれる。痛み増強時はスタッフに相談するよと「分かった」と笑顔で返答が聞かれる。
ショートケア
特記なし。
【本日カンフレンス実施】
カンファレンスシート（日向端　庸男様　）

実施日：R2年4月22日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：蕨野

検討内容　目標、計画の立案

	氏名
	日向端　庸男
	性別
	男
	年齢
	72
	生年月日
	S23.4.22

	主病名
	老人性認知症
	合併症
	アルコール依存症、肝機能障害、高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　身体機能の維持・向上　対人関係の改善　作業能力・持続性の向上　病識を身につける　社会資源の利用

	本人希望
	現在の心身機能を維持し現在の生活を継続したい

	入院歴
	最終入院　H14年7月18日　～H30年2月22日　青南病院



	通所歴
	1回目R2.3月2日～現在（週5回）

	その他サービス利用
	青山荘（宿泊型、通所型）   利用期間：H30年2月～令和2年3月
青明舎　　利用期間：現在　特定相談員

	住居：グループホーム『青風荘』 
　　　入居中　R2年3月1日～現在
	家族構成：9姉弟の一番末で三男

キーパーソン【二兄】：八戸市在住　


	利用制度
	障害者年金2級受給　自立支援医療

	備考
	＜利用までの経過＞
八戸市にて出生。初飲は、13歳頃。昭和41年（本人18歳頃）結婚、2子をもうける。結婚後も飲酒は継続していた。給料が入ると仕事を休み、出かけて給料が無くなると再び仕事をするという状態であった。この間、ギャンブルも行っている。昭和62年離婚する。平成14年より次男と同居していたが、トラブルがあり同年5月から単身生活となる。平成14年7月18日当院受診。本人が入院の必要性を理解していることから同日任意入院となる。身辺整理や金銭管理が見守りの中で出来るようになり、単身生活に向け、生活訓練の必要がある為平成30年2月22日退院し青山荘入所。青山荘訓練が満期となり終了となる為、令和2年3月1日青風荘入所となり、3月2日よりデイナイトケア・デイケア利用開始となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化なく、安定した生活を送る。
	①身体機能の維持・改善を図る
	①デイナイトケア・デイケアに慣れる
	・デイナイトケア、デイケアの利用に慣れて頂き各種運動プログラムを通じて心身機能の維持向上を図ると共に、他利用者様とのコミュニケーションの場となるように介入していく。

	
	②病状安定
	②体調悪化時や問題があった際に自主的にスタッフに相談することができる。
	・体調の変化や問題点、不平不満があった際には自らスタッフに話せるようになり、対処出来るようになる。疾病に対する知識を深め、自身の状態について理解し、適時適切に相談できるよう声掛けを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイナイトケア・デイケアに慣れる
	●2月後半に見学実施。3月2日より正式利用となる。現在、グループホーム『青風荘』に入居し、週5回デイナイトケア利用している。利用にあたりエラロビプログラムについて行けるか不安と話していたが、フラダンスに参加し行える範囲で実施している。
●精神症状に関しては服薬等で落ち着いており、飲酒欲求等は聞かれていない、時より物忘れが観察されているが、日常生活に支障は観察されていない。
●デイナイトケアでは一日を通じて穏やかな表情で過ごしており、各種プログラムに拒否なく自主的に参加している。他利用者様に積極的に話し掛ける事は無いが、疑問が生じた際など他利用者様やスタッフに聞いて解決する事が出来ている。デイナイトケアのスケジュールをまだ把握出来ていなかったり、忘れ物も時々ある為、適宜スタッフ介入している。

	●スタッフや他利用者様と話しやすい環境作りを行い、他者とよりコミュ二ケーションを気兼ねなく図れるように援助していく。疑問が生じた際には適宜対応し、不安や疑問の解消に努めていく。
自身にあった、作業活動等を提供し、楽しみ等を見出して頂く。

	②体調悪化時や問題があった際に自主的にスタッフに相談することができる。
	●気になることがあった際には、スタッフに適宜、質問をすることが出来ているが、病状に関しての質問は聞かれていない。不安等適宜聴取し、話しやすい環境作りを行っている。


	●本人の相談、質問に都度応じる。自身より話しやすい環境作りを適宜行っていく。


